
平成 29年度長寿科学関連国際学会派遣事業 採用実績 

No 期 氏名 所属・職名 

派遣する学会名 

開催国 

都市 

開催期日 

（日間） 
発表題目 実績額 

1 1 牧野
マ キ ノ

 多恵子
タ エ コ

 

星城大学  

リハビリテーシ

ョン学部 

（講師） 

第 29回国際アルツ

ハイマー病会議 

 

イギリス 

ロンドン 

平成 29年 

7月 16日～ 

7月 20日 

（5日間） 

異なる運動要素が

高齢者の認知機能

に及ぼす影響に対

する、ApoEε4 の干

渉効果 

349,160円 

2 1 池内
イケウチ

 朋子
ト モ コ

 

地方独立行政法

人東京都健康長

寿医療センター

研究所 

(非常勤研究員） 

第２１回国際老年

学会議 

 

アメリカ 

サンフランシスコ 

平成 29年 

7月 23日～ 

7月 27日 

（5日間） 

ドイツと日本の一

人暮らし高齢者の

未来展望 

285,640円 

3 1 本川
モトカワ

 佳子
ケ イ コ

 

地方独立行政法

人東京都健康長

寿医療センター

研究所 

(非常勤研究員） 

第２１回国際老年

学会議 

 

アメリカ 

サンフランシスコ 

平成 29年 

7月 23日～ 

7月 27日 

（5日間） 

地域在住高齢者に

おける食品摂取多

様性とフレイルと

の関わり 

244,700円 

4 1 守谷
モ リ ヤ

 恵未
エ ミ

 

国立研究開発法

人国立長寿医療

研究センター 

（歯科衛生士） 

世界老年学会議 

 

アメリカ 

サンフランシスコ 

平成 29年 

7月 23日～ 

7月 27日 

（5日間） 

口腔ケア時の誤嚥

を予防する口腔ケ

ア専用ジェルの開

発 

アブストラクト

が受理されなか

ったため辞退 

5 2 宮坂
ミヤサカ

 智
トモ

充
ミツ

 

東北医科薬科大

学薬学部  

病態生理学教室 

（講師） 

第 11回アレルギー

臨床免疫国際会議 

 

イギリス 

エジンバラ 

平成 29年 

9月 7日～ 

9月 8日 

（2日間） 

女性で重症化する

アレルギー性気道

炎症の病態解析：

CD8+Ｔ細胞の CD4+T

細胞に対する抑制

作用の性差 

252,500円 



No 期 氏名 所属・職名 

派遣する学会名 

開催国 

都市 

開催期日 

（日間） 
発表題目 実績額 

6 2 原田
ハ ラ ダ

 さおり 

東京大学医学部 

附属病院 

（後期研修医） 

第 13回 欧州老年

医学会議 

 

フランス 

ニース 

平成 29年 

9月 20日～ 

9月 22日 

（3日間） 

認知機能検査スコ

ア と 転 倒 ス コ ア

（Fall Risk Index）

の組み合わせが、よ

り有効に転倒リス

クの高い高齢者を

同定する 

208,620円 

7 2 柴崎
シバサキ

 孝二
コ ウ ジ

 

東京大学医学部 

附属病院  

老年病科 

(助教) 

第 13回 欧州老年

医学会総会 

 

フランス 

ニース 

平成 29年 

9月 20日～ 

9月 22日 

（3日間） 

食品摂取頻度と高

齢者の自己評価に

よる健康状態との

関連－横断調査－ 

233,310円 

8 2 鐘本
カネモト

 英
ヒデ

輝
キ

 

大阪大学医学部 

附属病院 

（医員） 

国際老年精神医学

会 2017年会議 

 

ニュージーランド 

クイーンズタウン 

平成 29年 

11月 8日～ 

11月 11日 

（4日間） 

レビー小体型認知

症患者における睡

眠障害と関連する

脳代謝：オープンラ

ベル試験 

227,960円 

9 2 谷口
タニグチ

 智彦
トモヒコ

 

京都大学医学部

附属病院  

循環器内科 

（医員） 

米国心血管カテー

テル治療学会 2017 

 

アメリカ 

デンバー 

平成 29年 

10月 29日～ 

11月 2日 

（5日間） 

日本人高齢者にお

ける大動脈弁狭窄

症における突然死 

281,760円 

10 3 龍野
リュウ ノ

 洋
ヒロ

慶
チカ

 

神戸大学大学院

保健学研究科 

（助教） 

第 21回 EAFONS＆

第 11回国際看護

会議 

 

韓国 

ソウル 

平成 30年 

1月 11日～ 

1月 12日 

（2日間） 

在宅で介護をする

家族介護者の介護

負担感と客観的な

睡眠状況との関連 

54,270円 



No 期 氏名 所属・職名 

派遣する学会名 

開催国 

都市 

開催期日 

（日間） 
発表題目 実績額 

11 3 高野
タカノ

 映子
エイコ

 

国立研究開発法

人国立長寿医療

研究センター 

健康長寿支援ロ

ボットセンター 

（流動研究員） 

第 10回世界ニュ

ーロリハビリテー

ション学会 

 

インド 

ムンバイ 

平成 30年 

2月 7日～ 

2月 10日 

（4日間） 

フレイル高齢者に

対するヒューマノ

イドロボットによ

るレクレーション

の効果の検討 

145,370円 

12 3 池田
イケダ

 登
タカ

顕
アキ

 

仙台青葉学院短

期大学 

（講師） 

国際フレイル・サ

ルコペニア研究学

会 

 

アメリカ 

マイアミ 

平成 30年 

3月 1日～ 

3月 3日 

（3日間） 

社会経済状況のフ

レイル／要介護状

態への経年遷移に

及ぼす影響：日本老

年学的評価研究デ

ータを用いたパネ

ル研究 

262,630円 

13 3 吉
ヨシ

子
コ

 彰人
アキト

 

名古屋大学大学

院医学系研究科 

（医学博士課程

4年） 

フレイル・サルコ

ペニア研究会国際

会議 

 

アメリカ 

マイアミ 

平成 30年 

3月 1日～ 

3月 3日 

（3日間） 

要介護高齢者に対

する 12 ヶ月間のト

レーニングが筋の

量および質、身体機

能に与える影響 

196,640円 

14 3 守谷
モ リ ヤ

 恵未
エ ミ

 

国立研究開発法

人国立長寿医療

研究センター 

（歯科衛生士） 

第 4 回「口腔科学

における挑戦と革

新」アセアンと徳

島の共同国際会議 

 

インドネシア 

デンパサール 

平成 29年 

12月 1日～ 

12月 3日 

（3日間） 

口腔ケア時の誤嚥

を予防する口腔ケ

ア専用ジェルの開

発 

天災により、空

港が閉鎖された

ため辞退 

平成 29年度採用者：14人 第 1期（4人） 第 2期（5人） 第 3期（5人） 辞退（2人） 2,742,560円 

 


